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むすび
はしがき
『社会問題研究』の復刻が社会思想社から（全13巻）出版された (1974-1976) とき，各巻に月
報がついていた。その月報には五つの座談会が掲載されている。（イ）「『社会問題研究』創刊のころ」
(1)一(3),(口）「京大社会科学研究会と河上肇」 (1)一(3),り「河上肇研究の現代的意義をめぐって」 (1)
一(3),⇔「河上肇研究の展望」 (1)一(3),困「『共同編集』から『終刊』まで」。
これらはいずれも司会の内田丈夫と， 3~5人の社研関係者が出席した座談会で，とくにり（ロ)(,討
は当時の事情が率直に語られていて今読んでも有益である。本稿ではその中の（口）「京大社会科学研
究会と河上肇」（出席者：逸見重雄，栗原佑，河原道彦，生沼曹喜，内田丈夫）に主として依りなが
ら，大正末期から昭和初期にかけての河上肇の事蹟をさぐることによって，出席者の一人生沼曹喜
が最近出版した『わが青春の痕』 (1997年，非売品）なども参考にしながら，『旅人河上肇』の第七
章「ロシア革命の衝撃」ーとくにその三と四ーを補充したいと思う。
京大社会科学研究会については，京都帝国大学学生運動史刊行会『京都帝国大学学生運動史』（昭
和堂， 1984年）ーとくにその第二，第三章ーが基礎文献である。本書もその資料の一つとして，本
稿が使用する座談会「京大社会科学研究会と河上肇」を掲載しているが，この種の当事者の回想だ
けでなく，それと同時に内務省警保局の1927~29年における「社会主義運動ノ状況」からの抜粋も
資料として利用されている。本稿は本書をも参考にしたが，とくに巻末の「年表」や「参加者名簿」
や「京大社会科学研究会幹部一覧表」は有益であった。
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ー
座談会の第一回は，逸見重雄 (1899-1977)I)が京大社会科学研究会の概要を報告し，それを中心
に座談が進行する。彼は1923(大正12)年の秋，東京帝大をやめて京都帝大に入り直した。関東大
震災の直後で，逸見と同時に，東京から京大に移った青年もいたが，この年の12月に逸見や岩田義
道 (1923年京大経済学部入学， 1898-1932)などを中心に，京大で伍民会（「民衆の中へ」の意味）
が誕生した。東大に1918年に出来た新人会にならぶような組織であるが，これが母胎となって翌年
春改名してできたのが京大社会科学研究会だった2)。なお『京都帝国大学学生運動史』の年譜では，
「1923年12月，伍民会は京大社会科研究会と改称」とある。ちなみに京大の学生たちの間では伍民
会の前に1918年 9 月労学会というのが高山義三や水谷長三郎 (1897-1960) や小林輝次—いずれ
も京大法学部に1918年入学した（経済学部は翌年設立）ー一学生によって結成され，東京の新人会
との間にも交渉があったが叫労学会は高山らの卒業によって一旦とだえ，伍民会が生れるまではプ
ランクになる（座談会での栗原佑の発言）。つまり1918,京大・労学会；東大・新人会……1923,伍
民会-1924,京大社会科学研究会＿同5月学生社会科学聯合会（学連）第一回全国大会，同25
年7月，同第二回大会という風に，大正中期から末期にかけての京大の学生団体は，東京とのつな
がりを持ちつつ発展してゆく。（京大社研の前史については，『京都帝国大学学生運動史』第一章「京
都における学生運動の草創期」にくわしい）。栗原佑 (1904-80)によれば1923年の震災後高等学校
で学生運動が盛んになり，とくに一，三，五，七の奇数校は早くから活発であったが，それらの高
校から京大に進学する人たちが京大社会科学研究会の推進力となった。社研が伍民会の何倍もの会
員を持つようになったのは，一高時代にボルシェヴィズムについてすでに相当な勉強をしていた石
田英一郎 (1903-68) らにまつところが大きかったと逸見や栗原が語っている。『インプレコール』
などを読んでいる学生たちから見ると，「昔もいまも『資本論』を聖賢の書として読んでいるような
河上先生には何かまどろっこさを感じていたのではないでしょうか」と栗原はのべている丸
栗原は1925年に京大に進学するが， 3月のおわり頃先輩の小林輝次に「あの赤煉瓦の経済学部の
なかにあった河上先生の研究室につれてゆかれた」。その時小林が河上に労働組合同盟の改良主義的
幹部が革命的反対派を除名しようと画策していることを怒りをこめて訴えていたが，これを聞いた
河上がつぎのような述懐をもの静かに語ったことをおぼえているとのべている。
「今まで自分は，レーニンがマルクス＝エンゲルスの正しい継承者であるという主張に対しては，
いろいろ問題とするところがあったが，近ごろカウツキーの後期の書をよみ，またレーニンのもの
を読んでいくうちに，どうもレーニンの方が正しいと思うようになった。カウツキーはレネガート
（背教者）である。自分は長くマルクス主義を研究してきたが，こういうことが判るようになった
のは最近のことで，理解のおそいことは，自分でもはずかしく思っている」5)。
1925 (大正14)年3月に河上が学生たちにこうした感想を語っていることは，当時の彼の研究動
向を考え合わせると興味ぶかい。同年3月に福本和夫が『マルクス主義』に発表した「経験批判主
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義の批判—河上博士の『唯物史観と因果関係』を批判す一」をよんで，河上は衝撃をうける。
そして同年四月，京大社研の資本論研究班で『資本論』第一巻冒頭の講義を，その中の弁証法的論
理の解明を中心とした解説をはじめているのである 6)0
I 京大社研の活動
「京大社会科学研究会と河上肇」という座談会の(2)では，まず逸見重雄が， 1925年春以降の社会
科学研究会が行った事業を紹介しているが，それによると，社研はつぎのような研究班が組織され
ていた。「このような研究班が毎週開かれたのですから会員数も予想がつきましょう」と逸見はのベ
ている。以下社研の『会報』第4号の「研究会日誌」で補充しながら研究会の実状 (1925年4月~6
月）を見てみよう。
研究班， (1)「経済学十二講』テキスト，ボグダノフ・赤松克麿訳，出席者十数名，月曜日午後7
~10時， (2)『共産党宣言J,当番2名が原文を逐次訳してゆく。第一章を了え，第3章は略し 2, 4 
章を読む予定。出席者8名，三高，同志社予科生も出席。） (3)時事問題研究。治安維持法（山崎君），
日本の農村問題（泉君），支那最近の解放運動（太田君），会友重松通直氏の特殊講義「社会の起源」
など。
特殊研究班， (1)金融研究，谷口吉彦助教授が指導して高橋亀吉『金融の基礎知識』をテキストに
行う。火曜日夜3時間，出席者10名以上。 (2)『資本論』，河上のカウツキーの Volksausgabeの第一
巻はじめからの講義。水曜の午後3時から。 5月27日の研究会には櫛田民蔵が出席して，河上とと
もに価値法則についての議論あり。 (3)農村問題。杉野忠夫（農学部の大学院終了後助手，助教授と
なる）の自宅で土曜の夜あり。会報4にT.S. の「農村問題の史的考察に関する資料」がのってい
るが，これがテキストに使われたのだろう。
研究会はこうした研究のテキストのため市内の書店から廉価で和洋図書をとりよせて会員に斡旋
する事業をやっていた。「そのうち，ブハーリンの『共産主義A・B・C』, 『史的唯物論の理論』，
スターリンの『レーニン主義の基礎』などが手に入るようになり，読書は，マルクスの古典からボ
リシェビーキのものへと範囲を拡げました」。
このような研究班に属している社研の会員について，生沼は「その頃は•…••非常に実践運動が中
心ですから，優秀な学生はほとんど全部，外部の運動に参加し，後へ残ったのはまだ一回生か，さ
もなければ，いわゆる東大でいえば書斎派なんだろうな。こういう連中は学内の社研の研究会に出
ていました」とのべている”。
逸見はつづけて「会員相互の連絡と研究をすすめるため『会報』も出しました」と書いているが，
京大社研の『会報』は，第3号と第4号 (1925年）が京大の河上肇文庫に所蔵されている。各種の
研究会やユニヴァシティ・エクステンションの試みとしての京都自由大学開催や，上述した社会主
義の文献を書店から会員に頒布することなどもそれに掲載されている。全学連結成のあとその関西
支部も京大と同志社の社研が中心に出来て，そこに大阪や神戸の学園の社研もいくつか加盟したと
61 
158 関西大学『経済論集」第48巻第2号 (1998年9月）
逸見は書いているが，京大社研の『会報』はおそらく関西学連の加盟校にも配布されたであろう。
逸見は1924年秋、北白川に家を借りて合宿した記憶があり，これが研究会事務所の拠点となり，
集団的学習にも効果を上げたが，翌1925年には「同様な合宿所が三つも四つも出来てなかなか壮観
でした」と語っている。生沼も「はじめいた合宿は『吉田合宿』で後に下柳の合宿に変わった」が，
「合宿の数は三つか四つあり」，五・六人が寝泊まりしていた。労働運動や農民運動に参加している
学生は合宿には居らず「合宿にいたのは学内闘争をやっている連中だけで，彼らも大学の授業はプ
ルジョア科学だからといって出席せず，朝から晩まで学内闘争とマルクス・レーニンの本とか，『イ
ンターナショナル』とか『マルクス主義』，『政治批判』といった月刊誌，『無産者新聞』などを，ま
た，……国際書房で買ってきたコミンテルンの洋雑誌を読んでいました」とのべている丸
京大社研の実情がこのようなものだったから，上述の各研究班の活動も，時事問題研究とか農村
問題とかはともかく，他の班の理論的研究はあまり活発でなくなっていったと思われる。社研部員
が当初熱心に出席した河上の講義『資本論』も，やがて河上の経済学部での演習にうつされたし，
書斎派の学生はその頃開始された後述の経済学批判会の方でマルクス経済学の学問的研究をすすめ
ていったのである9)。これに対し社研の実践派の学生の中で河上によってとくにその研究水準の高
さに注目されたのが岩田義道であった10)0
その頃の重要な事件として座談会でとりあげられている三つのことは， (1)1925年 7 月 16• 17日京
大の集会場で開かれた全学連の第二回大会， (2)同年11月上旬に 3日間京大社研が福本和夫を招聘し
て開催した講演会， (3)河上が京大社研の『資本論』研究会につれてきた櫛田民蔵の価値論講義であ
る。
(1)座談会で栗原はいう，「社会科学連合会の第二回大会は京都大学の集会場で公開で開かれたの
で，東京から警視庁の役人どもも来ていました。京都大学の学生監鈴木信太郎先生もやってこられ
た。あとで鈴木先生の令息富太郎君から聞いたのだが，鈴木先生いわく『あれは帝国議会よりも立
派だった』と（笑）。たしかにそれは立派でしたよ。村尾薩男 (1902-70) と鈴木安蔵 (1903-83)
と二人が議長をやり，ぼくは司会をやらされた。野呂栄太郎君もきていましたよ」。
この大会のとき河上は全然ノータッチだった。指導教官は神戸正雄だったが，名目的なもので神
戸は社研を全く放任していたらしい11)。学連事件以後学生の研究会に責任をもつ指導教授制が確立
し，荒木総長の懇請で河上が神戸に代って指導教授になったのである。
(2)生沼は古田光の著書から河上肇が福本の講演を「終始一言も発せず傾聴していた」と引用し，
講演の翌日河上がその感想を宮川実につぎのように伝えたと紹介している。「自分は福本君の理論に
誤りがあると思うが，自分の現在の知識ではそれを批判するのに不十分である。自分は哲学を根本
から勉強し直したい」。そして生沼は，この講演を契機に「学生たちの間の河上崇拝熱は急激に冷却
していった。……間もなく河上は，学生たちから公然たる訣別の宣言さえ受けた。……四面楚歌の
裡で，彼はただひたすらに『資本論』の基底にある「哲学」を，「唯物弁証法」を追求していった」
と，古田の著書の一節の紹介をつづけている。
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京大の社研自体は福本の講演をどのようにうけとめたのだろうか。栗原はつぎのように語ってい
る。「社研の空気としては，……大正八年ごろには，福田徳三の時代はいまや去って，河上肇の時代
が来たと当時の学生たちはいっていたそうだが，いまは河上は去って福本が来たいうことになった。
新人会の連中はほとんどが福本だったんですよ。……だが京都は必ずしもそうではなかったと思う。
京都の連中は新しいものにすぐにくらいつくということをしなかったと思うのです。石田英一郎君，
岩田義道君などは福本氏にたいしてはいくらかの批判もあったのではないかと思う。新人会の連中
に比べ，京大社研の連中がそうであったのは，なんだかんだといってもやはり河上先生の影響だと
思いますよ」。
(3)櫛田民蔵は1925年7月はじめ，京都に来たが，その時河上が彼を京大社研の『資本論』研究会
につれてきた。これは前述の，『資本論』研究会のときであったと思われる。栗原によれば，「この
ときは京大の若手の先生や学生ばかりでなく，同志社大学から林要，波多野鼎，住谷悦治さんたち
も出席された。『資本論』の最初の価値論の講義だったな。いまでもそのときのことは覚えています
が，福本氏の講演のときのふん囲気とは全然違ったものでした」。栗原はこれにつづいて，第二回学
生社研連合会全国大会のあと，河上先生なんかもう古いのではないかと岩田君に口を滑らしたら，
岩田は，「『資本論』を読むことはいまさら古いことと思うかもしらんが，理論的な基礎がなくては，
何を読んでもだめだといわれた」と語っている。福本の講演のあとでも，京大社研になお河上への
尊敬の念がつづいていたこと，また河上と櫛田との師弟関係も存続していたことを，この回想はし
めしている。
1 学連事件以後の社研
座談会の(3)で，生沼曹喜は1927年に六高から京大経済学部に進学した当時のことを回想している。
学連事件で優秀なメンバーを数多く失った傷がまだいえていなかったが，生沼と同時に入学してき
た河原道彦（七高出身）や原川（五高出身）は，間もなく労働組合や農民組合に入り，長谷川博
(1903ー ），葛野友太郎，田代文久，黒木重徳 (1905-46) らの二回生や，三回生も社研から遠
ざかり，社研の幹事長は二回生の石館直三がつとめ，生沼も二学期ごろから幹部の末席につらなる
ようになった。研究会でのテキストは『資本論』や『共産党宣言』でなく，雑誌『マルクス主義』
にのった論文で時事問題を研究することが主眼で，「河上先生は研究会に出られるということは全く
ありませんでした」（生沼が京大に入学した1927年頃以後の社研については，『京都帝国大学学生運
動史』第三章「社研後期と戦闘的解体」にくわしい）。
生沼によれば，その頃河上は経済学批判会に力を注いでおり，そこで1927年6月ごろに福本批判
の研究報告をした12)。河上は当時『社会問題研究』に福本批判の論文を連載していたが13), その論文
の要旨が報告されたのである。生沼はいう。「先生のあの真摯な態度には出席者一同深い感銘をうけ
ましたが，先生の論旨については，社研のメンバーはかならずしも承服せず，かなり批判的な意見
がのべられました」。
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生沼によれば，三木清はすでに京大から法政にうつっていたので社研とも経済学批判会とも関係
はなかったが，京大の哲学科では，植村晋六，川田茂ー，加藤正 (1906-49) らは社研に入ってお
り，またドイツ文学の井波越次，木村春海なども社研と接触があった。「このグループは社研のそれ
までのメンバーとはタイプが違って，優雅な文化人でしたよ。……東大とちがって，京大にはそれ
までナップのような文学・芸術の分野における運動は全くなかったのですが，この頃からその芽が
生れはじめたのです。しかし残念なことは三・一五事件でその芽はかりとられてしまいました」。河
原道彦は七高時代河上の『社会組織と社会革命』ではじめて唯物史観を知り，京大で「先輩の黒木
と同じ合宿に入っていろいろ手引きをしてもらったが，間もなく社研の命令で山本宣治氏の選挙を
手伝ったり，その後農民組合の運動に入りましたので，河上先生の講義もきいていませんし，社研
との活動の機会もほとんどありませんでした」とのべている。
生沼は1928年4月から石館の後をうけて京大社研の幹事長となり， 4月に京大に入学してくる
人々と連絡をとり合い，水戸高校からきた宇都宮徳馬や水田三喜男らとも会って，彼らに後事を託
することができた14)。三・一五事件に連座して未決につながれていた伊汲卓ーは，河上が京大を退職
して社研も学内における公認団体としての歴史をとじることになった当時の事情は「よくわかりま
せんが，社研は宇都宮徳馬，水田三喜男，大門英太郎 (1905-1992)の諸君が非公然の形で運動を
つづけていたときいております」とのべている。『京都帝国大学学生運動史』の年表では， 4月18日
に京大当局から社研に解散命令が出されてからも社研の再組織による活動がつづいている状況が，
1929年末に河上が京都をひきあげて上京した直後に社研自体が解体声明を出すまでたどられてい
る。
生沼はこの座談会の「最後にもう一言話させて下さい」といい，社研と河上との関係について「逸
見さんや栗原さんの時代とちがってときには公開の席上で，失礼と思われるような言辞を弄するも
のもあった」が，河上は大きな気持で彼らに接し，「ろくに『資本論』も読まずにわれこそはマルク
ス主義者なりと自負していたわれわれ青ニオにも，『社研の連中は実践運動をやっているのだから勉
強するひまもないだろう』と，温いいたわりの感情を持っておられました」と語っている。生沼は
『わが青春の痕』の「河上博士の面影」でも同じ印象をのべているが，同時に「わが青春に悔あり」
のなかで，京大に入学以来約1年間河上と接触する機会がありながら「レーニンやコミンテルンの
政治論文ばかり読んでいたので……河上先生のような碩学に接しても学問的な話題がない……いま
考えると大変残念な形のものに終ってしまった。……折角の大学時代を無駄と苦労に浪費した悔い
をどうしても消すことができないのである」15)と書いている。
圃 河上肇の社研への関わり方
以上で京大社会科学研究会 (1924-1928年）の 4年間の変遷と，それに所属した学生たちがどの
ようにかかわりをもっていたかを，当時の全員の回想談によって綴ってきたが，その頃の河上肇が，
この社研を，またその当時の学生たちをどのように見ていたのかを，『自叙伝』や書簡などでしらベ
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ることにしよう。
『自叙伝』の「自画像」の中の八「大正13年頃に始めた経済学から哲学への新たな旅」より一九
「昭和5年正月，居を東京に移す……」までのところが，京大社研の時代であるが，十六「四・一
六事件前後」の中に山本宣治が「兇刃に殖れたという報道が一たび伝わるや，私の護衛のためにと
て，四，五名の大学生が毎日私の所に詰め掛けているようになった」16)とある。社研が活動していた
時はその学生が河上の自宅に出入りしていたことはあったが17), この時はすでに社研は表面的には
消失していたし，この学生がもと社研に属していたかどうかはさだかでない。河上が社研とのつな
がりを書いているのは，櫛田民蔵への書簡とその解説の中においてである。
1924年10月13日の西宮在住の櫛田あての手紙にこうある。
「拝啓，今日社会科学研究会の人が来られて一~同会は京大の法，経，文の在学生より成る＿
来週火曜は大阪へ会員中の有志者が見学に行きたいと思ってゐるが，その際，大原社会問題研究所，
労働学校のニヶ所に参りた<'ついては研究所にて参観をお許し下さるやう，小生より御願申試み
てくれ，との事でしたので，只今この書面を認めます。……なお右社会科学研究会の会を来る24日
……の午後六時から京大集会所で開き，小生に出て来て何か雑談をせよとの事で，私は引受けてゐ
るのですが，もし当日あなたにも御出席を願ふことが出来れば大いに仕合せするとの委員の意向で，
之も私から御内意を聴いてくれとの事です」18)。
この後に河上は長い注をつけ，「私がこの会へ直接関係するやうになったのも，多分この時が発端
であろうと思う」と書き，鈴木安蔵の思い出話を引用した中で，河上が社研の学生に呼ばれて茶話
会に出席した時，「先生は我々の研究会はどう思はれますか」との質問に「詰らんと思ひます」と答
えたというくだりを引用している。また学生の「全国社会科学聯合会が1924年5月マルクス百年祭
を期して組織される」という年表の記事に関してそのときに「私が主に世話をして，マルクス関係
の図書展覧会を開いたように記憶している」とかき，更に「いわゆる京大事件の検挙初まり，多数
の学生収監さる」という記事に関し，「ここに窯し出した手紙に見えてゐる社会科学研究会といふも
のは，後にさうした発展をなしたもの」と書いている19)。
河上の社研との関係は， 1926年4月に荒木総長の懇請によって社研の指導教授になるまでの時期
とそれ以後の時期とにわかれる。 4月24日に社研は公認団体となって初の大会を開き，河上はそれ
に出席して神戸正雄と共に祝辞をのべる。また 5月6日の「マルクス祭」で「2, 3の陳列品につ
いて」という講演（全集14巻）をする。また1927年10月14日には社研の大会で講師の森戸辰男を紹
介している。
1925年5月12日および同19日の河上から櫛田への手紙にも櫛田が京大社研のために話にくること
を河上が斡旋することがでてくるが，その注で「櫛田君は，当時福本イズムにかぶれ切っていた学
生達を相手に，学問上の議論をすることを好まれなかった。私からは何遍か出席を勧誘した筈だが，
やっと一度出て来られた位に止まっては居ないかと思うほど，櫛田君は当時の左翼学生に余り興味
を有たれなかった」とのべている。櫛田とは逆に河上の方はその頃の社研の研究水準に「（報告やデ
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ィスカッション）もなかなか可くて頼もしき感じ」をいだくようになってきたことがこの手紙から
うかがえる20)0
1926年12月 11日づけの櫛田~ 河
上は経済学批判会のことをつげている。「昨日経済学批判会の発会式の代りに第一回講演会を催しま
した。これは言はば，若手の学生と共に私も発起人の一人として立てた京大内の私共の会です。今
後機会がありましたら，何卒御援助のほどを願上げます」と河上は，社研には冷淡であった櫛田に
この会への援助をたのんでいる。そして注記して「経済学批判会といふのは，社会科学研究会の存
在が危ふくなって来たので，研究会がつぶされても或る程度までそれに代位し得るものが残るやう
にとの考えから，当時私が主になって学生達と一緒に作った会であるm」と書いている。
社研とは別に，それと並行して経済学部の学生と教員を中心として経済学批判会を発足させた河
上の企図がここに示されているが，経済学批判会は，社研がまさかの時に代位しうるものとしてだ
けでなく，社研の足らざるところを補うものとして，とくに経済学部の社研の部員が，経済学の基
礎理論を学問的に身につける研究の場として活用してもらうために河上が積極的にその設立に努力
したのではなかろうか。たしかに河上は，はじめは革命家の養成機関化している京大社研を「詰ま
らん」ものとして評価していたのに，その評価をだんだんあげてきて，学連事件に関する和辻哲郎
との論争でも河上は，排撃された学生たちを擁護する論陣をはったのである。だが現在の大学の研
究や講義をプルジョア科学のそれだとして頭から拒否する態度一—•その態度は人文社会科学系の学
部の中で経済学部の学生が最も強かったと思われる—は問題だ。書斎派でなく実践派の学生であ
れば一層，在学中に専門の基礎理論を身につけ，そのための真理を探究する方法を研修することが
重要ではなかろうか。高等学校時代にすでにマルクス主義の洗礼をうけ，剰余価値論や唯物史観の
知識をもって経済学部に入学してきた学生にとって，学部の講義に出ることはほとんど得るところ
がないと考えられるだろう。だが河上自身価値論や唯物史観を東大の学生時代から長らく研究をつ
づけながら，最近になってやっと納得のゆく講義ができるようになったこと22),身をけずるような自
己批判を通じてやっと新しい旅立ちをすることができたという体験によってあじわった学問のきび
しさとおもしろさを，学生にもあじわってもらいたいと考えるのは自然であろう。してみれば，社
研に対する河上の高い評価と深い愛情が，経済学批判会を生み出す原動力でもあったのではないか
と私には思われる。
w 他の資料による若干の補足
京大社研（および経済学批判会）と河上との関係を，当時の学生と河上との両方の側から見てき
たが，つぎにやはり当時の回想を語る若干の文章や座談会を利用して多少の補足をしておこう。
(1)淡徳三郎「河上博士と岩田義道」，『東京河上会会報』 34号， 1974年1月。
淡の会報編者あての書簡と『人物往来』 1956年3月号にのせた淡の「岩田義道虐殺さる」を轄載
したもの。淡 (1901-77)と岩田との関係と，岩田に対する河上の疑惑が全くの誤解に基づくもの，
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河上に疑念をいだかせた原因は岩田の方にもあることを論じている。淡は1923年10月頃当時京大文
学部二回生だった時経済学部一回生の岩田に会い，意気投合した二人は京大社研の結成の計画をた
てた。年齢のみならずマルクス主義についても岩田の方がはるかに先輩で，彼から多くを学んだこ
と，「私が彼を知ってから彼が死ぬまでの10年間，私は一度も河上博士が彼から受けたような不快感
を抱いたことはない。……その彼がどうして突然博士の信頼を失ったばかりか，スパイの嫌疑さえ
かけられるようになったか。……岩田は余りに博士と親しかったせいか少し博士に甘えすぎたので
はなかろうか。……『おれは正しい運動をしているのだからそのために誰でも利用していい』とい
うような印象を博士が岩田から受取った以上，そんな印象を与えるような要素が，岩田にもあった
事は間違いないだろう」ということをのべている。
(2)逸見重雄「河上肇と学連事件」，『東京河上会会報』第38号， 1975年5月。
逸見は前述のように1921年三高を卒業して東大経済学部へ入学したが東大で二年をすごした後
「意を決して京大経済学部に入り直し」， 1923年岩田義道らと共に京大伍民会を設立，翌1924年京大
社研と改称し，日本学生連盟 (1922年11月7日のロシア革命創立記念日に設立）に加盟した。以後
の社研の主な活動を列挙しているが，そこで1925年春， 6研究班， 4合宿所を設けた上，「同年五月
末の労働練同盟の分裂大会で除名された日本労働組合評議会を結成した左派と結んで6月頃労働者
の階級的教育のため，社研内にプロカル部23)を設けた」ことを記している。以下京都学連事件の概要
を記述，京大社研の部員はじめ東大，同志社，大阪外語，関西学院らの学生が連座した模様をつた
ぇ，河上から社研の運動資金を得た事情ものべている。
(3)座談会「学生運動の思い出」葛野友太郎•生沼曹喜·内海庫一郎・古田光・大門英太郎・塩田
庄兵衛・住谷一彦（司会）。『東京河上会報』第62号， 1990年2月。
葛野は1925年六高から京大に進み，弁論部と社研に入って高等学校ヘオルグにまわり，生沼ら六
高生をレーニンの『何をなすべきか』をテキストにして指導し，生沼らを京大社研に入れた。入学
後「一年もたたない時に京都学連事件が起こりまして石田英一郎さん，鈴木安蔵さんといった先輩
が皆おられなくなり，余儀なくお手伝いをさせていただくことになりました。……京大の研究会と
いうのは名前は研究会ですけれども勉強するより走り回っていたことのほうが多くて，特に個人的
に御指導を受けたということもなく，時代の流れに流されてだんだんといろいろなことをやったと
いうふうな結果でございます」と葛野はいい，先輩の中では岩田，山崎雄次 (1901-1984),逸見，
淡，一番印象に残っているのは岩田義道だとのべている。座談会の中で印象に残ったのは，内海庫
一郎 (1912-1994)が「社会問題を考えなければいけないと思っていた学生達が，いきなり戦略戦
術の話をされてしまって，途中の所は抜きにして確信があるわけではないのにどんどん進んでしま
って，監獄まで行ってしまったということです。自分の理論の基礎がひとつも確立されていなかっ
た。それが転向時代をつくり出す大きな原因ではないか」といい，生沼が「葛野さんが使い走りば
かりさせられたということを言われたけれども，僕もやっぱり，せっかく大学へ入ったんだから三
年間じっくり勉強すればもうすこしまともなものを得られただろうという自責の念は強いな」との
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ベ，「河上先生の歴史を辿る場合に『経済学批判会』をもっと評価してよいと思う 24)……我々福本イ
ストだった者も『経済学批判会』には毎回必ず出まして，非常に啓発されました。楽友会館で開か
れたこの会の学生幹事は日比憲ーと柚木重三で，「講演したのは作田荘ー，末川博，恒藤恭，石川興
二，田村徳治，森耕二郎といった方々です」とのべていることである。ちなみに経済学批判会はマ
ルクスの肯定派と批判派と両方が出，教師と学生の両方が参加して討論する組織で，柴田敬 (1902
-1986)は批判派の学生として出席したとこの会のことを自叙伝で書いている25)。
『京都帝国大学学生運動史』も，経済学批判会について関説しているところがあり，とくに年表
にはその関連記事がでてくるので紹介しておこう。
年表によれば，経済学批判会の第一回講演会が1926年12月10日楽友会館で開かれ，河上肇，神戸
正雄，石川興二，三木清が講演したとある。また経済学批判会が1927年2月4日に学生集会所で開
かれ，三木清が講演したが， 2月11日付の『京都帝国大学新聞』には当時河上肇も講演したと報じ
られているとしている。同年6月11日には学生集会所で経済学批判会主催の講演会があり，森耕二
郎，作田荘ーが講演した， 6月28日には本館会議室で三木清の講演があった（河上肇紹介）26)。12月
15日には学生集会所で，経済学批判会主催で，河上肇歓迎の辞の後大山郁夫の「最近開かれた労農
党全国大会の意義について~ と題する講演があった。翌1928年
1月24日に経済学批判会主催特別講演会があり，講師は三木清の「ヘーゲルとマルクス」と題する
講演であった。河上が京大を辞職するまでの経済学批判会の活動に関する年表の記事は以上である。
河上が京大をはなれた後，経済学批判会は経済批判会として存続することになったことについて
1928年12月11日付『京都帝国大学新聞』は「署名運動で150名余になったが，指導教授間の足並み揃
わず行き悩みと報じた」と，年表442頁は書いている。また本文の第三章四「学連の再建とその活動」，
2「四・一六事件までの京大社研の活動」の中で，「河上肇の辞職のため自然消滅となっていた経済
批判会の後身として法経批判会を結成し谷口助教授などから指導教授をえようとしたが成功しなか
った」 (162頁）とある。なお年表は，『京都帝国大学新聞』の1929年2月5日号に「法経批判会の経
過」がのり，同紙2月25日号から「法経批判会問題是非」が連載されていると書いている (442-3 
頁）。そして1929年11月28日に学生集会所で作田荘ー指導で金解禁問題座談会がひらかれ（主催につ
いては明記されず）たとあり，「12月中旬ー下旬，京大社研解体声明」としるされている。
むすぴ
社会科学研究会をどう思うかときかれた河上肇は「詰らん」と答えたが，やがて彼がこの研究会
と接触をふかめてゆくにつれてその評価が高まってゆく。研究会の学生たちの社会科学に対する態
度や学問的熱意についてだけでなく，実践運動への参加についても肯定的に評価・支援するように
なり，学連事件後は和辻哲郎との論争にみられるように，彼等と一体になって当局の弾圧と闘うと
いう姿勢がうち出されるのである。
だが一方で河上は，彼が社研の指導教授になってからは，マルクス主義に対する学問的研究を教
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官と学生とがともに種々な立場からフランクに検討するという経済学批判会を組織することに熱意
をもやしていった。これは河上自身にとって福本和夫や櫛田民蔵らからの批判にこたえてマルクス
主義理解を深めるために重要な意義をもつはずであり，学生たちとくに書斎派の人々の学問的熱意
にこたえ，綜合大学としての魅力を学問研究の上で発揮する組織となる抱負がこめられていたと思
われる。経済学批判会のメンバーには，経済学部だけではなく，文学部や法学部や農学部の人々も
加わっていたのである。
河上は1928年4月17日に総長の意向をうけた経済学部後援会の決定に従って辞表を提出した。 4
月18日に京大社研に解散命令が出(4月17日には東大新人会にも解散命令が出ていた27))' 4月19日
に河上の「依願免本官」が発令された。河上の辞職に対し，京大の教官の内部にさしたる動きはな
く，学生の方でも 4月20日に経済学部学生大学があり，社研解散反対と河上教授辞職反対などが決
議されたが，その後さしたる動きもなく，京大社研のメンバーは無新・無青・労青読書会や反帝，
モップルの学校班，全協支持班，読書会 (RS)などに再編成されていった。
大学をやめて間もなく，河上は自宅で京大の社研にいた学生たちとマルクス主義の研究会を開い
たと『自叙伝』に書いている。鈴木安蔵の発起で一週一回のこの会の「常連は鈴木の外は，その頃
まだ京大の学生だった宇都宮（徳馬）と大門（英太郎）の二人だけで時折顔を出したのは，やはり
京大の学生だった平井羊三……と義弟の大塚有章……と，この二人であった」28)。この研究会に参加
した大門英太郎は「今にして思えば幼稚な私ごとき者がまことにおこがましい限りであったが，大
学での講義に接する機会もなくなったときに，翌年 4• 16で検挙されるまで，先生の膝下に教えを
うけることができたのは，私生涯の幸せであったと思う。……書斎の先生にとっては，学内外の活
動の間を縫って訪れる我々が外気との通風孔の一つにもなっていたのであろうか。ときには若い
我々の議論に耳を傾けて夜を更かされたこともあった。さらに奥さまの温かいもてなしも忘れられ
ぬ思い出である」と述懐している29)0
河上が1930年早々に東京に引越すことをきいた京大の左翼学生が1929年12月23日に楽友会館で送
別会を開いた。「新労働党の問題が起ってから彼らは猛烈に私を非難したものだが，いよいよ私が去
るとなると，それでも別れを惜んでくれるというのか，やはり学生というものは可愛いものだ，と
私は思った」と河上は書いている30)。そして社研の学生たちのために，どれだけ自分がわずらわされ
たか，福本イズムが流行していた頃はどれだけ私の「言うことは何一つ聴かなかったが，それでも
……私を利用することを怠らなかった。……そんな関係があったればこそ，さすがに学生たちも送
別会を開いてくれる気になったのだろう，そういう風に思った」河上は出席するが，「その会は私に
悪罵を浴びせることを目的とするものであった」。河上は顧みて少しも愧ずるところがなかったの
で，平気で学生たちに応酬し，今は互いに意見を異にしているのだから，各々信ずる所に向って進
むより外はないが，他日自分が間違っていたことが明らかになれば，「誰よりも先に私自身が古きお
のれを地上にたたきつけ，思う存分これに唾するであろう。……私はこう宣言して学生たちに別れ
た。爾来十数年を経るが，当年偉そうなことを広言して憚らなかった学生のうち，今は何人が果し
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て愧ずることなくしてこの老人の前に出でうる者があるか。残念なことには，当年の急進的なイン
テリゲンツィアで，懐しい思い出の種子を残している者は，極めて稀である」31)。私は上掲(3)の座談
会における内海庫一郎の発言を想起するのだが，送別会のときの感想をしるしたこの箇所は，『自叙
伝』全篇を通じて最も印象にのこるところの一つであろう。
河上と彼らとは1930年以降東京で左翼の政治運動の中でさまざまの交渉をもつことになる。なお
全日本学生社会科学連合会は， 1929年に日本共産青年同盟に吸収されるべくみずから解散した。
稲葉秀三 (1907-1986) は，松山高校を1928年に卒業して京大の文学部に入学した。河上は 4月
に京大を辞し，社研もやがて解散させられるが，社研は尚存続し，マルクス主義の学生への影響は
残っていた。稲葉も文学部で友人の片山博からマルクス主義の宣礼をうけ，自分の下宿をRSの場
所に提供し，三ヶ月の拘留をくらうことになる。一方当時の社研のリーダーの一人だった宇都宮徳
馬に親しくなった稲葉は，京大文学部を卒業後東大の経済学部へ進学，卒業後は協調会に勤めてエ
場調査に従った。京大社研の学生たちは卒業後上京して産業労働調査所に入る者が多かったが，稲
葉は協調会の職員となり，経済問題の実証的研究をふかめていった。彼は協調会で京大卒業後ここ
でつとめていた勝間田清ーに出逢う一方，宇都宮徳馬とも東京で再会，終生の親交をあたためてゆ
く。稲葉の一生にも京大社研の影響は，このような影を落していたのである32)。
後記
資料蒐集に際し，小池涸，桜田忠衛，内藤昭子，松田博，小嶋康生の各氏に御世話になった。記
して深謝する。
注
1)『逸見重雄追悼集』 (A5版，本文141頁，非売品， 1978年）参照，その中に西山雄次「逸見重雄と私」が
ある。杉原『思想家の書誌ーー一研究ノートー一』，日外アソシェーツ， 1990年， 41-42頁。
2)逸見は「翌十三年春」といっているが，生沼曹喜が，ある書物の河上螢年譜に大正13年5月に「社会科
学研究会」となり， 9月には「学生社会科学連合会がもたれた」とあるが，間違いないかと問うたのに対
し，逸見は「間違いありません」と答えている。『河上肇全集』別巻の年譜では「 5月，学生運動の全国組
織たる社会科学連合会（「学連」）が組織される」とある。
3)労学会については「『社会問題研究』創刊のころ」という座談会の(1)で末川博がとりあげている。
4) 1927年に六高から京大に進学した生沼曹喜は，岡山医大社研の大栗清美の指導をうけて河上の著書に親
しむと同時に，福本イズムの影響をうけてレーニンの『何をなすべきか』を読んでいた。彼が京大の経済
学部を志望した動機は，河上への敬慕の思いも勿論あろうが，直接にはむしろ，学連事件で大打撃をうけ
た京大社研をたてなおすために全国の高校の社研に対して発せられたアッピールにこたえるためであっ
た（生沼，前掲書25頁参照）。ちなみに大栗清美は五高の出身で「東大の新人会にも京大社研にも五高・七
高の出身者は多かった」（前掲書21頁）。なお，生沼曹喜については，小嶋康生「河上会あの人・この人生
沼曹喜さん」（『河上肇記念会会報』 50,1995年6月）を参照。 1923年の関東大震災以後東大や一高の学生
が京大に入学してくる。とくに一高柔道部の部員だった山崎雄次，河合悦三，水野成夫ら，それに石田英
一郎，村山藤四郎らが伍民会から京大社研への変貌に大きな役割を果すことについては，『京都帝国大学学
生運動史』や小嶋康生「河上肇とその弟子たち」，『山口河上肇記念会会報』第20号， 1996年11月を参照。
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5)『社会問題研究』復刻版第四巻月報， 1975年2月， 5頁。
6)当時の河上の研究状況については，杉原四郎『旅人河上肇』の202-203頁の注(1)~(10およびそれに引用
されている諸文献を参照。
7)生沼，前掲書。 42頁。生沼はそこで，京大の書斎派の学生として金原三郎，滝口義敏，根本辰の三人を
あげている。なお佐伯千伐の追想に「私は昭和2年京大（法学部）に入りましたが，当時高校ではつぶさ
れていた社会科学研究会は京大では健在でして，大学の寄宿舎，今の楽友会の隣にあったんですが，その
入り口に学生集会場があり，そこで研究会をやっていました。研究会には河上，末川，恒藤といった先生
方がおいでになり，学生と一緒にやっておられた」とある（『河上肇記念会会報』32,1988。12,23-24頁。
小嶋康生「河上会あの人この人，佐伯千促さん（同， 49,1995. 4)をも参照。この会は経済学批判会の
方であったかもしれないとも思われる。
8)生沼，前掲書，「職業革命家の育成合宿」， 29-35,95-98頁参照。
9)本稿田の経済学批判会に関する箇所を参照。
10)杉原「『旅人河上肇』余話」，『経済論集』第47巻第2号， 1997年8月の第三節参照。なお京大社研会報4
によれば，岩田は1925年5月16日の社研の研究会で「マルクス弁証法私見」を報告している。また彼は会
報3に京三生「マルクス弁証法断片」を， 4にY.I. 「マルクスの唯物的弁証法に関する研究資料の二，
三に就いて」を書いている。岩田はまた京都帝国大学新聞第14号 (1925年12月10日）に「河上博士著『資
本論略解』第一巻第三分冊を読む」をのせている。なお鈴木正「師弟の間ー河上肇と岩田義道」（全集月報
29 (1984年12月）を参照。
11)生沼，前掲書， 59-60,97頁参照。
12)座談会では経済批判会となっているが，経済学批判会の誤り。生沼の前掲書には経済学批判会となって
いる。 45-49頁参照。なお「6月ごろ」となっているが，『京都帝国大学学生運動史』の年表では， 6月に
経済学批判会主催の講演会が， 11日と28日と二回ある。河上の福本批判の講演は，このうちのいずれかの
日に行われたのであろう。
13) 河上「唯物史観に関する自己清算—従来発表せし見解の誤謬を正し，かねて福本和夫氏の批判に答ふ
一」，『社会問題研究』第77-83冊。 1927年2月ー8月。全集第14巻。
14)生沼，前掲書， 101-102頁参照。
15)同上， 100-102頁参照。
16)『自叙伝』（一），岩波文庫（新版） 318頁。
17)「吉田の河上先生のお宅へもしばしばお伺いした。当時の先生のお宅は新築間もなく，とくにその頃とし
てはめずらしく台所が電化されているのがわたくしには物珍しかった。なくなられたお嬢さんの芳子さん
は，当時は府立第一の生徒でお下げのセイラー服のあどけないお嬢さんであった」。生沼前掲書100頁。な
お『自叙伝』 (:)36頁には河上の送別会に出席していた学生の発言として「今年山本宣治氏の兇変直後暫く
護衛のために先生の宅に詰め掛けていた」とある。
18)全集24,132頁。
19)同上， 133-134頁。河上は1923年1月3日の大阪朝日新聞に「学生と社会問題」という一文を寄せてい
る。（全集第12巻所収）が，当時の河上のこの問題に関する心境が示されている。
20)同上， 163-164頁，本稿Iに栗原がのべている1925年7月はじめに櫛田が社研にきたことが，この5月
19日づけの手紙に出てくることを指しているのかもしれない。
21)同上， 179頁。
22)河上の経済原論の講義は1927-28年度のそれにいたってはじめて，篇別も内容もすっかり『資本論』の
解説にかわり，さらにローザ・ルクセンプルクやヒルファーディングやレーニンらの，マルクス以後のマ
ルクス経済学の成果も紹介されるようになる。また経済学史の講義も1926年度のそれにいたってはじめ
て，マルクスの方法と体系に沿ったものとなると同時に，マルクス没後の資本主義の発展とそれに伴う学
史の新しい展開を視野に入れたものとなった。『旅人河上肇』（岩波書店， 1996年），第6章，とくに166頁
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以下参照。
23)『京都帝国大学学生運動史』第二章3の「1925年の社研の活動と理論」は， 7月16日京大で開かれた学生
社会科学連合会第二回大会の課題の一つであった無産階級教育の教程について，この教程の作成には「す
でに 6月にプロカル部を設置していた京大社研が作成にあたることになり， 9月20日京大社研第二委員会
で起草委員として岩田義道，鈴木安蔵，山崎雄次らがあげられ，主として山崎雄次によって起草された「プ
ロレットカルト運動に関するテーゼ」，「プロカル教程」，京都無産者協育協会のことがくわしく説明されて
いる (55-58頁）。
24)生沼は『わが青春の痕』でも，とくに「河上先生と経済学批判会」という一節を設けて，この研究会の
ことをくわしくのべている。
25)柴田敬『経済の法則を求めて』，増補版1993年，日本経済評論社， 10-13頁，なお杉原「河上肇と柴田敬，
『河上肇記念会会報』第59号， 1998年3月をも参照。
26)河上肇全集別巻の年譜によれば， 1927年10月15日河上は経済学批判会で「土方氏の『マルクス価値論の
排撃』の批判」と題する講演をした（別巻242頁）。
27)東大の新人会が京大の社研解散の直後に解散させられて後，全員の「隠れ場所の一つになった」のが東
大セツルメントであった（宮田親平『たれが風を見たでしょう（ボランティアの原点・東大セツルメント
物語）』，文藝春秋， 1995年， 170頁）ことは，京大の社研と東大の新人会とを比較検討する場合の問題点の
一つであろう。東大のセツルメントにも労働者教育部があり（同書62-64頁），もう一つの中心である社会
調査部よりも次第に大きくなるのだが，その講師の多くは新人会のメンバーであった。ただ新人会は共産
党等のマルキストばかりではなく，吉野作造の流れをくむ東大YMCAの会員もおり，菊川忠雄 (1901-
1954)のような社会民主主義者もいて，新人会とセツルメントの関係は色々の点で深かったとはいえ，セ
ツルメント全体の活動をマルクス主義的実践と結びつけることはできなかった。社研と新人会の歩みの比
較検討は，東西の学生運動の特色を知る上にも興味深いテーマであろう。菊川忠雄『学生社会運動史』，中
央公論社， 1931年，日本労働組合総同盟編集発行『菊川忠雄—その思想と実践-J1956年；石堂清倫，
堅山利忠編『東京帝大新人会の記録』，経済往来社， 1976年； H. スミス，松尾尊急，森史子訳『新人会の研
究』，東京大学出版会， 1978年，中村勝範編『帝大新人会研究』，慶応義塾大学法学研究会， 1997年などを
参照。
28)河上肇『自叙伝』（一），新版，岩波文庫， 289-290頁参照，同277-278頁をも参照。
29) 大門英太郎「河上先生のこと」，水嶋康生編『回想大門英太郎—もう一つの昭和史一』，大門英太郎
先生追悼録刊行委員会1994年， 154-155頁。本書には稲葉秀三，宇都宮徳馬，生沼曹喜，佐伯千俣らも当
時の思い出を寄せており，私も「河上肇と大門英太郎」を書いている。
30)河上肇『自叙伝』(::),34-35頁。
31)同上， 35-37頁，なお小嶋康生「河上会あの人，この人寺尾一幹さん」『河上肇記念会会報』第48号， 1994,
12, とくに30頁参照。寺尾はつぎのようにいう，「京大社研には200名くらいいたのに，ほとんどが運動か
ら離れていった。いかにも残念だよ，戦時中はしかたがないとしても，戦後もやっていません。河上先生
のおっしゃる通りです。私など，やらねばと思う使命感というか義務感に突きあげられたから運動から離
れずこれたと思います。わが人生悔いなしだよ」。
32) 蝦名賢造『稲葉秀三—激動の日本経済とともに60年一』，西田書店， 1992年， 29-43頁参照。
追註脱稿後入手した若干の関連文献を紹介しておく。
(1)法政大学社会問題研究所編『新人会機関誌』，『デモクラシイ』・「先駆』・『同胞』・『ナロオド』 1919, 3-
1922, 4』1969。その中の『先駆』 1920年6月号と 7月号とに京都労学会の消息がのっている。
(2)『京都大学百年史』部局史編I'第5章「経済学部」，京都大学百年史編集委員会編，京都大学後援会発行，
1997年。第1節総記2と3に，河上肇が1926年12月に創設した経済学批判会のことや， 1924年5月に伍民
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会を改称した社会科学研究会のこと，京都学連事件に関して1925年12月に経済学部教官有志6名が発表し
た声明書―この声明書の原案と思われる謄写版の意見書は京大河上肇文庫にあり，署名者は神戸，河上，
河田，本庄の四名でこの意見書の全文は『河上肇全集』の月報6(1982年6月）にのっている一やその
後の経過をしるしている (386-391頁）。
(3冷藤孝夫「学連事件の検挙過程」 (-)(:X=), 『法学論叢』（京都大学法学会），第143巻1,2, 3, 1998年4.
5・6月。
検挙過程を詳述するに先立ち，（一）で京都における学連の組織と活動が，事件で検挙された社研関係者の聴
取書などを資料として解明されている。その中でも，社研の会計部が1925年に独立し，小林直衛や黒田久
太が責任者となったが，当時の苦しい会計事情•河上肇の寄付などについて，またプロカル部の創設につ
いて一「ブロレットカルト」の意味など一の叙述は本稿にとってとくに有益であった。
(4)河上肇著作集月報にのっている当時の京大社研関係者の回想記をあげておくとつぎの 8篇がある。小林直
衛「河上先生とカンパ」（月報6),和田耕作「河上先生のことなど」（同7),逸見重雄「学生運動と河上
先生」（同8),栗原佑「『衰翁』とこども」（同9),大門英太郎「河上先生のこと」（同9),石田英一郎「純
粋な人間らしさーある非難に答えて一」（同10),小暮和男「河上肇先生と私」（同10),宇都宮徳馬「河上
先生の思い出」（同11)。
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